
 御柱用語解説
renya.com - 諏訪大社御柱祭解体新書の用語解説から Wiki にスピンオフしてきました。ここでの
記述もまた本家に反映していきたいと思っています。

 全般

氏子 ( うじこ )

諏訪地方一円に住んでいる人はみんな諏訪大社の氏子と言われています。御柱祭やお舟祭な
どでは氏子が動員されて御柱や柴舟が曳行されます。

木遣り ( きやり )

御柱を曳くためには大勢の氏子の心を１つにする必要があります。その為に鳴かれる唄が木
遣りです。昔の結婚式などに鳴かれていた唄も木遣りというそうです。遠くまで届く高い
声。

冠落とし ( かんむりおとし )

建て御柱の前に、御柱の頭の部分を三面若しくは四面に削り落とすことを言います。神とし
ての威儀を整える意味があるともされます。これまでの曳行では後ろ側だった部分が頭の部
分となります。このでる削り屑はお守りとしてその場で配られます。ちなみに大社は三面
に、そして小宮は四面に落とすのが本来のようです。

元綱
元綱は御柱と曳き綱を結ぶ綱で、直径 30 センチ、長さ 30 メートル、重さ１トンという巨大な
もので、地区の氏子 500 名の奉仕により、地区独自の方法で藁 ( わら ) から、根藤から、作り
上げられます。

LCV

地元のケーブルテレビ局。御柱祭の中継で絶対の実績を誇る。御柱祭の放送は昭和 55(1980)
年からということで、平成 22(2010) 年で 6 回目となる。また平成 22 年はアナログ 9ch の他に
デジタル放送で 3 チャンネル、LCF-FM 放送は御柱ラジオ、そしてインターネットでのスト
リーミング放送も実施しています。

天下の三大奇祭の一つ・御柱
平成 4 年の観光協会のキャッチフレーズ。

天下の大祭・御柱
平成 10 年の観光協会のキャッチフレーズ。

御弊
神霊が宿ると言われるおんべ。

御柱固め
建て御柱の翌日に行われる今後 6 年間、次の御柱休めまで御柱が倒れないように大木槌で根
本を打ち付け整備する。ただそれでも倒れてしまう事があります。その場合、御柱が外側に
倒れると国外に、内側だと国内に不吉なことが起こる前兆と言われています。

日本 3 大御柱
出雲大社の大黒柱、伊勢神宮の心柱、諏訪の御柱。

車地
建御柱の際にワイヤーを人力で巻き上げる為の装置。

大総代 ( おおそうだい )

諏訪全域で 69 人。

 上社特有

メドデコ
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上社の御柱の最大の特徴で御柱の先頭部分と後方部分にそれぞれ角の様に付けている 2 本の
木の事です。これは明治時代に入ってからのもので、御柱の舵を取るのに便利です。また、多
くの人間を乗せる事が出来るというメリットもあります。用材には樹齢 40 年から 50 年のナ
ラの木が適当と言われています。

トンボ
メドデコの最も先端に立つ事。又はその人。高いときにはビルの 3 階から 4 階に匹敵する。
木落し坂の上では当然それ以上に。

命綱
地区のよっては控え綱と呼ぶ所もある。左右のメドデコに取付、交互にひっぱる事で御柱を
左右に安定させる為に、又は左右に揺らすために使う。メドデコから時の足場にもなる。

ツッカケ
前の御柱に追いついてしまった後ろの御柱のテコ衆が前の御柱の近くまで行きテコ棒で地面
にたたき前の御柱の曳行を促す事。

棟梁
諏訪大社上社の宮大工の家系である原家が世襲している。冠落としの神事の際に山作りの神
斧に続き手斧 ( ちょうな ) を入れる。また御幣を大総代へ渡す役割も果たす。

七五三巻
上社の建御柱の際に巻かれる伝統の手法で、建御柱が終わり、氏子が降りた後、下から引っ張
るだけで柱から綱が外れる巻き方。江戸時代以来富士見町御射山神戸地区出身の小林家が
代々綱巻きとして行っている。長さ 100 メートルの綱を 2 本使う。

 上社曳行路

綱置場 ( つなおきば )

上社御柱街道のスタート地点。茅野市玉川字原山と原村にまたがって全長 2km に渡ってあ
る。

穴山の大曲
綱置き場から 5.6km地点、クランクに続いて道が約 90度に折れ曲がり、その先は道幅も 4メー
トルと狭い、上社御柱街道最初の難所。

上社木落し坂
平成 22 年のお祭りを前に茅野市により木落し公園としてリニューアル。坂の長さは従来の
約 2 倍の 32 メートル、幅は従来の約 3 倍の 15 メートル、高低差 16 メートル、平均斜度 27 度。

御柱屋敷
茅野市宮川安国寺地区にある広場。上社の山出し祭の宮川の川越し後、里曳き祭まで 1ヶ月
安置される。屋敷と言うが建物があるわけではない。

 下社曳行路

棚木場 ( たなこば )

下社山出し祭の開始地点。下諏訪町大平にある。
萩倉の大曲

下社の木落し前の難所。
下社木落し坂

御柱祭と言えば、こことも言える下社山出し祭最大の見せ所。長さ約 100m。最大斜度 35 度。
「男見るなら七年一度、諏訪の木落とし坂落とし」また「どうせ乗るなら木落としお乗り、諏
訪の男の度胸試し」と謳われます。

注連掛 ( しめかけ )

下社の山出し祭を終えた御柱が里曳きまで 1ヶ月安置される台地。国道 142 号線沿いにある
ちょっとした丘というか小さな台地です。里曳きのスタートは約 7 メートルの小木落としか
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らはじまります。

 一行コメント

・けにごしさん、ご指摘ありがとうございます。 - renya (2010 年 06 月 07 日 21 時 21 分 18
秒 )

・「めどてこ」ですが，一本の御柱に前２本後 2 本ずつです。つまり２セットで４本のめど
てこが取り付けられて曳行されます。 - けにごし (2010 年 06 月 07 日 18 時 39 分 44 秒 )

・ということで、ジャンル分けを行いました。全般、上社特有、上社曳行路、下社曳行路で
す。 - renya (2010 年 04 月 04 日 09 時 22 分 57 秒 )

・ジャンル分けを検討。とりあえず御柱全般についてと曳行路についての 2 つかな。 - renya
(2010 年 03 月 02 日 23 時 38 分 11 秒 )

・こうして抜き出してみると誤りや誤解を生みそうな表現があるな～。直していこう。 -
renya (2010 年 03 月 02 日 08 時 06 分 06 秒 )

・HTML ではなかなか書き進まないこの項目。Wiki に持ってきたことで充実するといいな
～。 - renya (2010 年 03 月 02 日 07 時 24 分 41 秒 )
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